
一般土木の設計、測量、地質調査委託の補正について 

１ 一般土木の設計、測量、地質調査委託の補正係数の端数処理 

一般土木の設計、測量、地質調査委託の補正係数を算出する際の端数処理については、

平成 28 年度から採用している新積算システム（土木積算システム 2016）と、旧積算シ

ステムでは、採用している基準データ（歩掛データ）が異なるため、端数処理の対応が

異なっています。

■ 新積算システム（内訳書が A4 縦のもの）

新積算システムでは、以下の考え方で積算されています。

① 「補正係数」及び「変化率」を算出する際の端数処理については、設計業務等標

準積算基準書に個別の処理方法の記載がある場合を除き、設計業務等標準積算基準

書（参考資料）※に基づいた処理を行っています。

② 似ている言葉ですが、「増減率」や「補正率」等上記①以外の表記については、設

計業務等標準積算基準書に個別の処理方法の記載がある場合を除き、算出する際の

端数処理は行っていません。

ただし、以下のコードについては、補正係数×補正係数の計算結果についても「補正

係数」、「変化率」と同様な端数処理※を行っています。

コード 名称 単位

D1WI201005 土質ﾎﾞ-ﾘﾝｸﾞ(ﾉﾝｺｱ)[土質ﾎﾞ-ﾘﾝｸﾞ(ﾉﾝｺｱ)] m

D1WI201008 土質ﾎﾞ-ﾘﾝｸﾞ(ｵ-ﾙｺｱ)[土質ﾎﾞ-ﾘﾝｸﾞ(ｵ-ﾙｺｱ)] m

D1WI201010 岩盤ﾎﾞ-ﾘﾝｸﾞ(ｵ-ﾙｺｱ)[岩盤ﾎﾞ-ﾘﾝｸﾞ(ｵ-ﾙｺｱ)] m

D1WI201160 総合解析とりまとめ[総合解析とりまとめ] 業務

■ 旧積算システム（内訳書が A4 横のもの）

旧土木委託積算システムで補正値を算出する際の端数処理については、設計業務等標

準積算基準書に個別の処理方法の記載がある場合を除き、「増減率」、「補正率」等につい

ても、「補正係数」、「変化率」と同様な端数処理※を行っています。

※「設計業務等標準積算基準書（参考資料）」第 1 編第 1 章第 2 節 2-2 端数処理の方法

(4) 補正係数及び変化率

補正係数及び変化率は，小数第２位（小数第３位四捨五入）まで算出する。
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２ 設計委託の歩掛補正の考え方 

 新積算システム（積算システム 2016）の一般土木の設計委託において、電子計算機使

用料を計上する際、標準歩掛に対して率計上する歩掛の補正方法は以下の通りとなって

います。 

 

■歩掛が加算補正される場合【例：(鋼)単純 H形橋の設計計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■歩掛が減算補正される場合【例：(鋼)単純 H形橋の設計計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※数量、単価は説明用の参考数値であり、基準書の内容と一致するものではありません。 

標準歩掛 

補正歩掛（加算補正分） 

標準歩掛の合計金額に対

して率計上される 

標準歩掛 

補正歩掛（加算補正分） 

標準歩掛 

補正歩掛（減算補正分） 

標準歩掛 

補正歩掛（減算補正分） 

標準歩掛の合計金額に対

して率計上される 
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